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下定雅弘業績一覧
【著書】

〔単著〕

・白氏文集を読む 勉誠社 1996年10月 840頁(本文674頁、資料･中国

語要綱166頁)

・白楽天の愉悦―生きる叡智の輝き― 勉誠出版 2006年4月 343頁

(本文339頁、索引5頁)

・柳宗元―逆境を生きぬいた美しき魂― 勉誠出版 2009年11月 291頁

(本文288頁、索引3頁)

・白楽天 角川学芸出版 ソフィア文庫 2010年12月 総頁数254頁

・長恨歌―楊貴妃の魅力と魔力― 勉誠出版 2011年4月 本文202頁

索引19頁

・柳宗元詩選 岩波文庫(赤帯) 2011年5月 本文338頁

・陶淵明と白楽天 角川選書 2012年6月 総頁数256頁

〔共著〕

・白居易研究講座第七巻「日本における白居易の研究」 新間一美と共著

担当「戦後日本における白居易の研究―白居易・白氏文集に関する研究―」

(1-259頁、索引1-29頁) 勉誠社 1998年8月 総頁数544頁

〔共編)〕

・東北アジアの幸福観 荒木勝・山口和子と共編 岡山大学出版会 20

11年3月 総頁数135頁

・宮内庁所蔵 那波本『白氏文集』 神鷹徳治と共編 勉誠出版 2012

年2月 全4冊 総頁数1904頁

【学術論文】

※以下●印は、中国語によることを示す。＊印は、後に『白氏文集を読む』に

改稿収載したことを示す)。共著のみその旨を記す。

・阮瑀の五言詩について 京都大学「中国文学報」24 1974年10月 22

-47頁

・王粲詩について 「中国文学報」29 1978年4月 46-81頁

・柳宗元の「漁翁」「江雪」二首について 中国文芸研究会「野草」23 1

979年3月 113-137頁
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・柳宗元永州望郷詩 「野草」27 1981年4月 315-327頁

・柳宗元柳州詩―葛藤の鎮静とその由来― 単 「日本中国学会報」33

1981年10月 232-249頁

・柳宗元詩における詩体の問題―元和十年を境とする古体から今体への変化に

ついて― 「日本中国学会報」36 1984年10月 114-133頁

・『論語』の文章 加地伸行編、新人物往来社『論語の世界』 1985年9月

64-76頁。該書は1992年4月、中公文庫として出版、その78-93頁。

＊白居易の閑適詩―その理論と変容― 「鹿児島大学人文学科論集」25

1987年3月 87-125頁 『白氏文集を読む』116-163頁

＊白居易詩の転形期―江州時代から杭州時代へ― 「鹿児島大学人文学科論

集」26 1987年10月 325-369頁 『白氏文集を読む』325-369頁

・韓愈の詩作―その古体の優勢から近体の優勢への変化について― 「日本

中国学会報」40 1988年10月 77-93頁

・日本における白居易の研究（戦後を中心に）上―『文集』の校勘及び諷諭詩・

長恨歌の研究ー 「帝塚山学院大学研究論集」23 1988年12月 83-99頁

・日本における白居易の研究（戦後を中心に）下―閑適詩・詩風の変化・思想

等についての研究― 「帝塚山学院大学国際文化学科研究論集「PACIFICA」

1 1989年3月 23-47頁

＊白居易の感傷詩 「帝塚山学院大学研究論集」24 1989年12月 53-7

2頁 『白氏文集を読む』164-199頁

●战后日本白居易研究概况 「西北師範大学学報（社会科学）」 1989年

第4期(総62期) 1989年7月 15-20頁

●战后日本白居易研究概況（続） 「西北師範大学学報（社会科学）」 1

989年第5期(総63期) 1989年9月 29-36頁

＊白居易詩における老荘と仏教―その『長慶集』から『後集』以後への変化に

ついて― 「禅文化研究所紀要」16 1990年5月 167-193頁 『白

氏文集を読む』538-569頁

・日本における白居易の研究―『白氏文集』が日本文学に与えた影響について

Ⅰ総論篇― 「帝塚山学院大学研究論集」25 1990年12月 145-15

9頁

・日本における白居易の研究―『白氏文集』が日本文学に与えた影響について

Ⅰ各論篇― 「PACIFICA」3 1991年3月 25-64頁

・韓愈の文章―その駢散の演変と官僚意識との関係について― 帝塚山学院

大学創立二五周年記念論集編集委員会編『世界と日本』 1992年3月 7

3-107頁
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・韓愈の古文家意識―その官歴との関係について― 帝塚山学院大学中国文

化研究会「中国文化論叢」1 1992年3月 2-15頁

＊白居易の文における老荘と仏教―その『長慶集』から『後集』以後への変化

について― 「禅文化研究所紀要」18 1992年5月 83-110頁『白氏

文集を読む』570-607頁

・李白の詩をどう読むか―科挙を受験できなかった詩人の傲慢と悲哀― 帝

塚山学院大学国際文化学会「NOVITAS」1 1993年3月 1-26頁

＊白居易の格詩 「中国文化論叢」2 1993年4月 2-29頁 『白氏文

集を読む』437-473頁

＊白居易の律詩 勉誠社『白居易研究講座』2 1993年7月 186-207頁

『白氏文集を読む』474-497頁

＊白居易の中書制誥―その旧体と新体の分類について― 「帝塚山学院大学

研究論集」28 1993年12月 33-53頁 『白氏文集を読む』279-324頁

＊白居易の一生をどう見るか？―新旧両唐書の二つの白居易像をめぐって―

「PACIFICA」6 1994年3月 1-19頁 『白氏文集を読む』608-637頁

・柳宗元の文体の変化について 「中国文化論叢」3 1994年4月 2-7頁

＊白居易と江州―廬山への愛と別れ― 『白居易研究講座』5 1994年9月

340-361頁 『白氏文集を読む』200-224頁

●试论柳文文体变化 広西人民出版社、桂苑書林从书『国际柳宗元研究撷英

'93柳宗元国际学术讨论会论文选』 1994年11月 300-305頁

＊白居易の「与元九書」をどう読むか？―四分類の概念の成立をめぐって―

「帝塚山学院大学研究論集」29 1994年12月 85-118頁 『白氏文

集を読む』225-278頁

＊宰相になれなかった白居易 「中国文化論叢」4 1995年4月 2-21頁

『白氏文集を読む』498-524頁

・諷諭詩―「新楽府」五十章の成立をめぐって―(書き下ろし) 『白氏文集

を読む』17-55頁

・翰林制詔の擬制について(書き下ろし) 『白氏文集を読む』56-115頁

・白居易の「独善」上―閑居の快適を支える理論の形成をめぐって―(書き下

ろし) 『白氏文集を読む』370-405頁

・白居易の「独善」下―独善以外の閑居の快適に関わる観念―(書き下ろし)

『白氏文集を読む』406-434頁

・白居易における裴度(書き下ろし) 『白氏文集を読む』525-539頁

●讀白氏文集劄記(中文提要)(書き下ろし) 『白氏文集を読む』128-166頁

●论韩诗的诗体变化 中国唐代文学会韩愈研究会・広东省汕头市文化局编
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「韩愈研究」2 1998年2月 112-127頁

・「夕陽無限好、只是近黄昏」をどう読むか？―入矢教授の説を検討する―

汲古書院『興膳宏教授退官記念中国文学論集』 2000年3月 471-484頁

・白居易研究の課題を考える―謝思煒『白居易集綜論』に即して― 勉誠出

版「白居易研究年報」1 2000年4月 177-217頁

・日本における白居易の研究―一九九八年― 「白居易研究年報」1 200

0年4月 217-262頁

・古文で叫ばれた中の思想―永州の柳宗元― 晃洋書房『中国思想の流れ

(中) 隋唐宋元』 2000年5月 88-92頁

・盧生は何を知ったのか―『枕中記』の主題― 森本早織との共著(第一執

筆者、下定) 「中国文化論叢」9 2000年7月 20-51頁

●李白的形象在日本―兼论李白与科举的关系― 安徽文芸出版社、中国李白

研究会･马鞍山李白研究所编『中国李白研究』 2000年10月 389-394頁

・白氏文集における「半格詩」の意義について 「白居易研究年報」2 2

001年5月 1-39頁

・日本における白居易の研究―一九九九年― 「白居易研究年報」2 200

1年5月 259-307頁

・柳宗元の愚渓と謝霊運の始寧 「六朝学術学会報」3 2002年3月 91

-114頁

・日本における白居易の研究―二○○○年― 「白居易研究年報」3 200

2年6月 209-222頁

●卢生領了什么?―试论《枕中记》的主题思想― 复旦大学出版社『古代文

论研究的回顾与前瞻―复旦大学2000年国际学术会议论文集』 2002年8月

519-534頁

・白詩は杜詩の口語をどのようにとりいれたか？―春と老いの表現をめぐって

― 「白居易研究年報」4 2003年9月 1-34頁

・日本における白居易の研究―二○○一年― 「白居易研究年報」4 200

3年9月 352-365頁

・中国語の比較文―日本人学生が比較文を学ぶにあたっての問題点― 「中

国文化論叢」12 2003年12月 1-82頁

・蘭亭序をどう読むか？―その死生観をめぐって― 「六朝学術学会報」5

2004年3月 49-73頁

・日本における白居易の研究―二○○二年― 「白居易研究年報」52004年8

月 249-286頁

・戦後日本における白居易研究 九州大学２１世紀ＣＯＥプログラム(人文
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科学)東アジアと日本：交流と変容 国際シンポジウム「東アジアの中の白

楽天」 2004年11月 22-23頁(「和漢比較文学」34、2005年2月に転載[2

2-24頁])

・斎戒する白居易 中国文史研究会「中国文史論叢」1 2005年3月 3-

40頁

●近十年来日本白居易研究概况 広西师范大学出版『唐代文学研究年鉴』

2005年4月 272-276頁

・白居易「燕子楼三首」の解釈をめぐって 「岡山大学文学部紀要」44

2005年12月 75-82頁

・白詩の衣服表現に見る「兼済」と「独善」―青衫･緋衫･紫袍･白衣― 「白

居易研究年報」6 2005年12月 23-56頁

・日本における白居易の研究―二○○三年― 「白居易研究年報」6 200

5年12月 249-282頁

・白居易と魚釣り 『松浦友久博士追悼記念中国古典文学論集』 研文出

版 2006年3月 608-621頁

・日本における白居易の受容―文学を中心として― 「岡山大学学長裁量経

費(研究プロジェクト) 「日本における美的観念の変遷」報告書 日本文化

の諸相 岡山大学シンポジウム 平成17年9月10日」 2006年3月 25-33頁

・柳宗元詩における陶淵明の受容 「中国文史論叢」2 2006年3月 1-

31頁

・「柳宗元の「田家三首」について―陶淵明受容の一側面―」 研文出版『中

国学の十字路 加地伸行博士古稀記念論集』 2006年4月 462-475頁

・柳宗元詩における陶淵明の受容―「詠史」の詩をめぐって― 「岡山大学

文学部紀要」45 2006年7月 27-44頁

・白詩の衣服表現に見る「兼済」と「独善」―裘･「衣食」の衣・葛衣など―

「白居易研究年報」7 2006年10月 1-24頁

・日本における白居易の研究―二○○四年― 「白居易研究年報」7 200

6年10月 261-292頁

・柳宗元詩における陶淵明の受容(完)―「覚衰」「種柳戯題」他― 「岡山

大学文学部紀要」46 2006年12月 19-34頁

・劉禹錫における「独善」―「海陽十詠」をめぐって 「中国文史論叢」3

2007年3月 1-24頁

・浦上玉堂の詩―その陶淵明への敬慕― 「書法漢学研究」1 2007年7月

50-65頁

・「長恨歌」の現在―「李夫人」との異同をめぐって― 「岡山大学文学部
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紀要」47 2007年7月 53-68頁

・日本における白居易の研究―二○○五年― 「白居易研究年報」8 200

7年9月 324-367頁

・陶淵明「飲酒二十首」をどう読むか？―その主題と制作時期― 「中国文

史論叢」4 2008年3月 31-94頁

・「閑情賦」をどう読むかー「長恨歌」を視野に入れつつ 単 「岡山大

学文学部紀要」49 2008年4月 69-102頁

・日本における白居易の研究―二○○六年― 「白居易研究年報」9 200

8年9月 306-343頁

・｢鶯鶯伝｣をどう読むか？ー「情の賦」との関係を中心にー 「岡山大学文

学部紀要」50 2008年12月 78-89頁

・表現の力学としての逸脱と規範―「閑情賦」「長恨歌」「鶯鶯伝」「河間伝」

を素材として― 岡山大学出版会、新納泉・山口和子・鐸木道剛編『揺ら

ぎの中の日本文化―原像・怪異・日本美術―』 2009年3月 155-182頁

・「「河間伝」をどう読むか―女性のすさまじい性欲と末尾の訓戒―」 「岡

山大学文学部紀要」51 2009年7月 109-132頁

●从白居易的咏“裘”诗看其“共生思想” 「唐代文学研究」12 2008年

10月 670-675頁

・柳宗元と劉禹錫の「論書絶句」八首 「書法漢学研究」5 2009年7月

1-14頁

・日本における白居易の研究―二○○七年― 「白居易研究年報」10 20

09年11月 277-307頁

・｢長恨歌伝｣をどう読むか？―楊貴妃像の検討を中心に― 「岡山大学文学

部紀要」52 2009年12月 87-111頁

・『麗情集』｢長恨歌伝｣と『文集』｢長恨歌伝｣ 「中国文史論叢」6 2010

年3月 73-102頁

・李商隠の「曲江」をどう読むか？―その「傷春」の意味― 「新しい漢字

漢文教育」50 2010年5月 71-80頁

●试论≪莺莺传≫的主题―兼论与≪情赋≫的关系 「唐代文学研究」12

2010年9月 1007-1017頁

・「長恨歌」―その「恨」について― 「白居易研究年報」11 2010年12

月 7-40頁

・日本における白居易研究―二○○八年― 「白居易研究年報」11 2010

年12月 352-380頁

・陶淵明や白居易が語りかける幸福(淵明を中心に) 『東北アジアの幸福観』
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2011年3月 20-34頁

・中国人の幸福観―家族至上主義と「知足」の哲学 岡山大学出版会 『東

北アジアの幸福観』 2011年3月 35-45頁

・柳宗元詩―その永州の花木詩について― 「中国文史論叢」7 2011年3

月 1-24頁

●试论柳宗元种树诗 湖南人民出版社「柳宗元国際学術研討会論文集」

2011年5月 102-105頁

・柳宗元詩の平仄ー律詩における破格の意義ー 「岡山大学文学部紀要」55

2011年7月 67-81頁

・日本における白居易の研究ー二○○九年ー 「白居易研究年報」12 20

11年12月 262-279頁

【学会発表】※日にちは分かるものについて記す

・曹操の文学 鹿大学史学会 1982年5月 於鹿児島大学法文学部

・王維「輞川集」はなぜ古絶か？ 九州中国学会 1985年5月 於大分

大学

・韓愈の詩作―その古体の優勢から近体の優勢への変化について― 日本中

国学会 1987年10月 於名古屋大学

･韓愈の文の制作ーその官歴との関係ー 鹿大史学会 1988年2月 於鹿

児島大学法文学部

●白居易散文中的老庄思想与佛教思想―兼论≪长庆集≫到≪后集≫以后的演变

― 中日学者汉文化学术研讨会 1991年7月31日 於兰州西北师范大

学

●白居易诗文中看出的老庄思想与佛教思想 白居易首届国际研討会 1992

年4月14日 於洛陽

●试论柳文文体変化 柳宗元国际学术讨论会 1993年8月15日 於柳州

市柳州饭店

・白居易の「与元九書」をどう読むか？ 九州中国学会 1994年5月21日

於久留米大学

●战后日本中国文学研究概况(講演) 1996年11月18日 於安庆师范学院

●论韩诗的诗体変化 中国唐代文学会韩愈研究会 1996年12月19日 於

汕頭

●论白居易的制詔(報告) 1997年1月3日 於北京大学中文系

●战后中日两国白居易研究的趋向―兼论时代思潮与研究观点的关系― 国際

漢学研討会 1997年1月6日 於清華大学
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●柳宗元的诗文―兼论其古体到近体的変化―(報告) 1997年3月4日 於北

京社会科学院文学研究所

●试论韩柳诗体的変化(講義) 1997年3月5日 於北京师范大学中文系

●试论元和文学―从古体到近体的演变―(講義) 1997年4月16日 於南开

大学中文系

●白居易一直到晚年仍愿意当宰相 唐宋詩詞学会 1997年5月23日 於

湘潭大学

●白居易的「独善」(蘇州大学兼職教授就任講義) 1997年6月2日 於苏州

大学中文系

●研究外国文化如何培養自己的学问基础(報告) 1997年6月9日 於北京大

学比较文化比较文学研究所

●试论刘禹锡的诗体変化 中国古典文学研究回顾与瞻望国际研讨会 1997

年8月14日 於黑龙江省牡丹江交通疗养院

※北京にいた一年の間に、11回、中国語による報告・発表を行なった。

・劉禹錫詩の詩体の変化について 京都大学中国文学会 1998年6月27日

於京大会館

●战后日本李白研究概况 李白与天姥国际会議 1999年5月22日 於浙

江省新昌県

●卢生领悟了什么？―试论《枕中记》的主题思想― 復旦大学语文研究所主

催「中国古代文论研究的回顾与前瞻国际学术研讨会」 2000年11月15日

於上海白玉兰宾馆

・柳宗元における六朝の詩人―謝霊運の始寧と柳宗元の愚渓 六朝学術学会

第五回例会 2001年7月14日 於青山学院大学

・南柯太守伝の主題―枕中記との比較を通して― 中国古典小説研究会

2004年8月27日 於岡山県総社国民宿舎

●近十年来日本白居易研究概况 第12届中国唐代文学会 2004年11月4日

於广东省広州市华南师范大学

・戦後日本における白居易研究 国際シンポジウム「東アジアの中の白楽天」

2004年11月13日 於九州大学

・日本における白居易の受容―文学を中心として―(パネラーとして報告)

岡山大学シンポジウム「日本文化の諸相」 2005年9月10日 於岡山大

学

●白居易的斋戒 白居易诗歌国际研讨会 2005年10月28日 於洛阳龙门

东山宾馆

●从白居易的咏“裘”诗看其“共生思想”―兼论白居易“独善”的深层內涵
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第13届中国唐代文学会 2006年8月24日 於北京首都师范大学

・「長恨歌」の主題―日中両国の読み方のちがいをめぐって― 2007年8月1

日 於吉林大学文学院(通訳つきの講義)

●柳詩如何咏出对陶渊明的敬慕 柳宗元国际学术讨论会 2007年10月17日

於山西省永济市

●试论≪莺莺传≫的主题―兼论与≪情赋≫的关系 第14届中国唐代文学会

2008年10月25日 於安徽师范大学

●解讀《長恨歌》―兼介紹日本現階段《長恨歌》研究概況― 韓國中語中國

文學會2009年國際學術研討会 2009年11月21日 於ソウル誠信女子大学

・「陶淵明や白居易が語りかける幸福(淵明を中心に)」 学内COE国際シンポ

ジウム「東北アジアの幸福観」 2009年12月13日 於岡山大学

●论柳宗元种树诗 第五届柳宗元国际学会 2010年10月12日 於永州市零

陵区柳子大酒店

●孟浩然对陶渊明的敬慕―从前期到后期的变化 孟浩然研究国際学術研討会

2011年10月22日 於襄陽 南湖賓館

〔書評〕

・新見に富む唐代古文運動の全面的研究―孫昌武『唐代古文運動通論』 東

方書店「東方」69 1986年12月 30-32頁

・太田次男『旧鈔本を中心とする白氏文集本文の研究』 「和漢比較文学」

20 1998年2月 48-55頁

・謝思煒『白居易集綜論』 「中国文学報」58 1999年4月 141-165頁

・静永健『白居易「諷諭詩」の研究』 「白居易研究年報」2 2001年5月

213-230頁

・沈約評価に投じられた貴重な一石：稀代麻也子『宋書』のなかの沈約―生き

るということ』 「東方」289 2005年3月 28-31頁

・岡村繁『白氏文集 六』 「白居易研究年報」6 2005年12月 228-24

8頁

・埋田重男『白居易研究 閑適の詩想』 「新しい漢字漢文教育」44 20

07年6月 123頁

・埋田重男『白居易研究 閑適の詩想』 「白居易研究年報」8 2007年

9月 264-275頁

・尚永亮『唐五代逐臣与貶謫文学研究』 「中国文史論叢」5 2009年3月

173-182頁

・丸山茂『唐代の文化と詩人の心ー白楽天を中心にー』 「新しい漢字漢文
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教育」52 2010年5月 125頁

・晩唐詩への新たな視座 文学史の書き直し迫る重要な著作：松原朗『晩唐詩

の揺籃 張籍・姚合・賈島論』 週刊読書人2935号 2012年4月13日

〔翻訳〕

・柳宗元「非国語」訳注（一） 「鹿児島大学人文学科論集」18 1983年

3月 157-182頁

・柳宗元「非国語」訳注（二) 同上19 1984年3月 139-163頁

・柳宗元「非国語」訳注（三) 同上21 1985年3月 71-94頁

・『景徳伝灯録三』(巻第七・八・九) 分担執筆 巻九黄檗希運-古霊神讃

を担当 禅文化研究所出版 1993年3月 271-310頁

・蹇長春著「長恨歌の主題に関する議論ー長恨歌にこめられた悲劇の重層性―

『白居易研究講座』2 1993年7月 229-247頁

・『景徳伝灯録四』（巻第一○・一一・一二） 分担執筆 巻十白居易-天

龍和尚・巻十二仰東塔和尚を担当 禅文化研究所出版 1997年1月 1

27-134頁、453-454頁

・謝佩芬著「一九九一-二○○一年の台湾における白居易研究の概況」 林

麗子と共著 「白居易研究年報」3 2000年6月 183-208頁

〔雑誌・新聞掲載〕

・中国文学の研究におけるコンピュータ活用 勉誠社「人文学と情報処理」

1 1993年6月 48-52頁

・「浦上玉堂」展から(3) 接近「自娯の世界」 「渓行覓句図・七言絶句」

好きなもの極める喜び 山陽新聞2006年10月22日

・だんわしつ 古典っておもしろそう―たとえば中国の白楽天 「指導と評

価」668 2010年8月 2-3頁

〔雑誌連載〕

・科挙と詩人たち ①李白と科挙 大学進学研究会「大学進学研究」28

1983年11月 72-75頁

・同上②韓愈と柳宗元 同上29 1984年1月 58-61頁

・同上③白居易 同上30 1984年3月 60-63頁

・同上④李商隠と温庭筠 同上29 1984年5月 58-61頁

・初めて文字となった人間の真実(中国の古典から)第一回「死への憧憬」
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「葦牙ジャーナル」84 2009年10月 30-35頁

・同上第二回「『詩経』に見える女心①―ほほえましい恋、美しい愛」 同

上85 2009年12月 26-31頁

・同上第三回「『詩経』に見える女心②―わかい女と結婚した夫が憎らしい」

同上86 2010年2月 7-11頁

・同上第四回「おれは絶対に正しい―屈原というキャラクター―」 同上87

2010年4月 8-13頁

・同上第五回「『老子』の「自然」―what-is-so-of-itself」 同上88 2

010年6月 10-15頁

・同上第六回「中国における家族至上主義―『論語』『孟子』から現代へ―」

同上89 2010年8月 16-21頁

・同上第七回「「知足」の哲学―『老子』『荀子』、そして『枕中記』―」

同上90 2010年10月 10-15頁

・同上第八回「発憤著書―司馬遷「任少卿に報ずる書」―」 同上91 20

10年12月 14-18頁

・同上第九回「規範からの逸脱、そして規範への回帰―『詩経』大序の恐るべ

き力―」 同上92 2011年2月 14-19頁

・同上第十回「規範からの逸脱―乱れる酒宴の喜び―」 同上93 2011年

4月 16-20頁

・同上第十一回「めくるめく愛の日々、だがこの女とは別れねばならない―元

稹｢鶯鶯伝｣の主題―」 同上94 2011年6月 22-27頁

・同上第十二回「女性のすさまじい性欲―柳宗元「河間伝」―」 同上95

2011年8月 28-33頁

・同上第十三回「陶淵明の喜び―農夫として生きる①―」 同上96 2011

年10月 10-15頁

・同上第十四回「陶淵明の喜び―農夫として生きる②―」 同上97 2011

年12月 18-22頁

・同上第十五回「陶淵明の喜びー子供への愛ー」 同上98 2012年2月

15-19頁

・同上第十六回「陶淵明の喜びー晩酌の楽しみ･酒中の趣き」 同上99 20

12年4月

・同上第十七回「陶淵明の喜びー琴を弾き、読書を楽しむー」 同上100

2012年6月
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〔学会司会・講評・講演〕

・講演：柳宗元―その流寓生活と詩境の変化 立命館大学人文学会学生部会

主催 1978年7月12日 於立命館大学衣笠学舎清心館

･講演：中国人の人生観ーその生きるたくましさ 帝塚山学院大学国際理解

研究所主催 1996年5月18日 於大阪狭山市SAYAKAホール

・司会及び講評：諸田龍美「風流才子文学としての「｢長恨歌｣―「漢皇重色」

の解釈を巡って」 日本中国学会 2001年10月7日 於福岡大学

・司会：内田誠一「『王右丞文集』の刊刻年代について」 日本中国学会

2002年10月12日 於東北大学

・司会：静永健「古筆資料に拠る白氏文集の復原」 日本中国学会 2002

年10月12日 於東北大学

・司会：秋谷幸治「白居易の詩論―詩集四分類に対する考え方について―」

日本中国学会 2003年10月4日 於筑波大学

・講演：白楽天の世界―自分を愛し、幸福を求めて― 堺「読書友の会」主

催 2005年8月6日 於堺市美原図書館

・講演：陶淵明に学ぶ幸福に生きる知恵 堺「読書友の会」主催 2006年

7月29日 於堺市美原図書館

・コメント：日中両国の楊貴妃像の揺らぎ―「長恨歌」「長恨歌伝」「長恨歌序」

と謡曲「楊貴妃」をめぐってー (コメンテーターとして報告) 岡山大学

シンポジウム「揺らぎの中の日本文化―能を中心として―」 2007年3月1

8日 於岡山大学

・講演：「長恨歌」の現在 堺「読書友の会」主催 2007年7月8日 於

堺市美原図書館

・講演：王羲之の「蘭亭序」ー人はなぜ死なねばならないのか？ 堺「読書

友の会」主催 2008年7月13日 於美原図書館

●講演：解读《长恨歌》―兼介绍日本现阶段《长恨歌》研究概况－ 2008年

10月31日 於復旦大学中文系

・講演：「柳宗元―逆境を生きぬいた美しき魂―」 堺「読書友の会」主催

2009年７月5日 於美原図書館

・講演：『詩経』に見る女心 堺「読書友の会」主催 2010年7月25日

於美原文化会館

・講演：白楽天―人生の実事は是れ歓娯― 京都府高等学校国語科研究会主

催 2010年12月6日 於京都市立塔南高校

・司会：陳翀「旧抄本「長恨歌」序の真偽」 日本中国学会 2011年10月

8日 於九州大学工学部(箱崎)
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〔公開講座〕

・「三国志演義の曹操と本当の曹操」 大阪狭山市･帝塚山学院大学共催 2

009年6月13日 於大阪狭山市公民館

・「邯鄲の夢の本当の意味―辞典はみんなまちがっている―」 同上20日

・「白楽天の｢長恨歌｣―好きになったら国だってどうでもいい―」 同上27

日

〔編集〕

・『中国文化論叢』１-12 帝塚山学院大学中国文化研究会発行 1992年3

月-2003年12月

・『白居易研究講座』全7冊 勉誠社発行 1993年6月-1998年8月

・『白居易研究年報』１-12 勉誠出版発行 2000年4月-2012年12月

・『中国文史論叢』1-8 中国文史研究会発行 2005年3月-2012年3月

〔学会参加報告他〕

・柳宗元国際学術討論会に参加して 「東方」154 1994年1月 2-4頁

・柳宗元「永州八愚」の位置について―永州の民間学者趙緒伯氏の説を紹介す

る― 「中国文化論叢」6 1997年4月 190-204頁

・2005’白居易詩歌国際研討会に参加して 「日本中国学会便り」2006年第

1号(通巻第9号) 2006年4月 4-5頁

・「洛陽日記―白居易の遺跡を訪ねて―」 「白居易研究年報」10 2009

年11月 323-353頁

〔辞書等分担執筆〕

・鹿児島大学蔵松本文庫目録 松浦茂・大野修作と分担 鹿児島大学図書

館 1982年12月 5-13頁を担当

・中国文学歳時記 春上 執筆者多数につき他の著者名は省略 同朋舎、

黒川洋一他編集 1988年11月 147-149頁

・中国文学歳時記 冬 執筆者多数につき他の著者名は省略 1989年1月

179-184頁

・白氏文集諸本検索表【稿】 神鷹徳治・岡田充博・澤崎久和と分担 帝

塚山学院大学中国文化研究会発行、神鷹徳治主幹、岡田充博・澤崎久和・下

定雅弘編 1996年3月 159-216頁

・日･中･英言語文化事典 マクミランゲージハウス、赤祖父哲二他編 20
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00年5月(総頁数1713頁。中国語36項目を担当、担当頁数は煩瑣ゆえ省略）

〔資料紹介〕

・斉藤拙堂「柳柳州年譜」 「中国文史論叢」7 2011年3月115-134頁

〔ラジオ放送他〕

・共通一次試験漢文対策講座Ⅰ「漢文攻略ベイシックポイント33 第１回ミニ

マム公式①-⑯」(1984年3月17日ラジオ放送) 旺文社、大学受験ラジオ講

座テキスト３月号 50,51頁

・同上Ⅱ「同上第２回ミニマム公式⑰-33」(同上27日放送) 同上52,53頁

〔ホームページ〕

・下定雅弘の中国文学の回廊 http://chinese.art.coocan.jp 2011年7月に

開始

http://chinese.art.coocan.jp

